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ハノイ医科大学と第５回ワークショップ：PrEP 参加者の視点から考える PrEP 

（2022 年 8 月 25 日） 

 

 プロジェクトの重要なパートナーであるハノイ医科大学とは、若手を中心とした研究者

との研究活動の紹介・共有を定期的に実施しています（第１回、第２回、第３回、そして第

４回については各リンク先ご参照）。今回は如何に PrEP（HIV 薬の曝露前予防内服）使用者

がきちんと薬の服用を続けられるかを考えるため、PrEP 使用者である MSM（男性同性愛者）

の実情に迫り、PrEP を実施している人たち自身が PrEP をどう捉え、何がその継続を難しく

しているかを、日本とベトナムから一緒に考えました。 

 

日本側からは、PrEP 使用者・非使用

者へのインタビュー結果をまとめた

「関係性の中で変化する HIV 感染症に

対する曝露前予防の位置づけ」が発表

されました。発表の中で、PrEP は主体

的に HIV 感染から自分の身を守れる手

段として、使用者の「HIV 感染の不安か

らの解放」や「性生活の質の向上」につ

ながる一方、PrEP が HIV 感染を予防し

てくれることから「PrEP の使用者＝性

に奔放な人」、「PrEP 使用＝コンドーム

不要」といった PrEP への負のイメージ

や誤解により、PrEP の中断を招いてし

まった事例が紹介されました。 

PrEP 使用者に対する同様のレッテルはベトナムにも存在するそうで、PrEP を男性同性愛

者と結び付けて広報されているベトナム社会では、PrEP 希望者が一般の医療機関で薬を受

け取るハードルが高く、そのため PrEP へのアクセスの障害となっていることが共有されま

した。 

 

ベトナム側からは、PrEP 中断者へのインタビュー結果をまとめた「PrEP ケア継続の多層

的な困難に対する MSM の認識：2020 年の質的研究」が発表されました。PrEP 中断には、薬

の負担や副作用などの個人レベルの要因、PrEP クリニック等にまつわる組織レベルの要因、

PrEP に対するスティグマや COVID-19 のインパクト等の構造レベルの要因が多層的・複合的

に関連していたことが共有され、各レベルの要因への効果的な介入の必要性が示唆されま

した。また、現在試験的に実施されている長期作用型 PrEP 注射について、痛みや副作用な

どの懸念があるものの、全般的には肯定的に受け入れられているそうです。 

ハノイ医科大学でのオフライン参加者は限られ

ましたが、オンラインでは多くの参加者が得られ

ました 

https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20210414.pdf
https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20210810.pdf
https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20211221.pdf
https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20220427.pdf
https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20220427.pdf
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今回のワークショップでは、PrEP 継続を促進するためには、PrEP 使用者のメンタルヘ

ルスの把握と使用者それぞれの状況に対応した適切な支援が重要であると双方の意見が一

致しました。ハノイ医科大学の Sexual Promotion Clinic（SHP）では、メンタルヘルスに

ついて診察時に簡易かつ段階的なスクリーニングを行い、必要時には精神科医や心理士に

つなぐ取り組みが行われていることが報告されました。こうした取り組みは、今後日本で

も参考にできると考えられます。  

 

 HIV 予防の観点からはその有効性が十分確認されている PrEP。しかしそれが長く実施さ

れるためは、使用者が PrEP をどう思うかに思いを馳せる必要があり、また周りが PrEP 使

用者をどういう風に見るかという偏見の問題も PrEP を続けられるかどうかに影響する点

など、当事者からの視点からはとても学びが多いものでした。今後の PrEP 継続を支援す

るための色々なヒントが得られた、そんなセミナーでした。 

 


